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www.agilent.com/chem/jp

Agilent 5900/5800 ICP-OES
新製品

IntelliQuant 2.0
サンプルを測定するごとに全波長範囲をスキャンします。

SVDV : シンクロナス・バーティカル・デュアルビュー
 ラディアルビューとアキシャルビューの同時測定を実現
VDV : バーティカル・デュアルビュー
 ラディアルビューとアキシャルビューの連続測定を実現
RV : ラディアルビュー

アーリーメンテナンスフィードバック機能
決まった間隔ではなく実際の使用状況に応じてコンポーネントの日常
メンテナンスをスケジュールすることで、ダウンタイムを減らします。

Neb Alert 機能
ネブライザを継続的にモニタリングし、クリーニングが
必要なときや漏れが生じている場合にアラームがでます。

さらにコンパクトなサイズ

迅速測定や高いマトリクス耐性等の特長を継続して、さらなる
コンパクトサイズ、独自技術によるコンパクト光学設計により
検出下限・分解能向上、スマート機能搭載等、今まで以上に
優れた ICP-OESを発売。

幅 奥行き 高さ 質量
625 mm 740 mm 887 mm 90 kg

5110に比べて設置面積 20 %削減、質量 15 %減

検出器に

アキシャル

ラディアル

ダイクロイック
スペクトルコンバイナ

Agilent 5800 ICP-OES
VDVあるいは RV

Agilent 5900 ICP-OES
SVDV搭載

アジレント・テクノロジー株式会社
〒 192-8510 東京都八王子市高倉町 9-1
フリーダイアル 0120-477-111
www.agilent.com/chem/jp
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溶質原子の定量 
メカニカルスペクトロスコピー 
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1907～ふぇらむ 

弾性率と内部摩擦の高温測定で最高の装置 
 

高温弾性率等同時測定装置 

EG-HT 
 

〇最も信頼性の高い高温測定が可能。 

粘性による振動数依存誤差が最小。 

〇強力共振機構で難共振材に対応。 

難共振時の偽振動が最少。 

〇多くの測定条件､測定項目に対応。 

ヤング率､剛性率測定 

ポアソン比算出 

温度依存性,ひずみ依存性 

2 種の内部摩擦測定 

〇最高 1200℃    EG-HT&LT 

 

物質中の溶質原子は微量でその組織の性質を変化させます。当然ながらそ

の含有量によって効果が異なるためにその分析測定が必要です。しかし化学

分析や蛍光 X 線分析などでは析出したフリー原子も定量され、組織中に存在

する溶質原子のみの定量はできません。そこで溶質原子のひずみエネルギー

を検出するメカニカルスペクトロメータ MS 型（強制振動型内部摩擦測定装

置）が力を発揮します。 

樹脂などと違って金属やセラミックスなどで非常に高精度に適用できる装

置は世界的にも弊社の MS 型のみとなっています。右のグラフの 0.1Hz 付近

のピークは 30ppm の溶質 C の内部摩擦ピークです。弊社の雑居ビルという悪

条件下でもこのように安定した検出を可能にしました。 
 
汎用的な JE,JG 型や EG-HT 型だけでなく、特殊な最先端研究用の MS 型や弾

性定数測定用の CC 型などを開発し、最先端の材料物性研究へのお手伝いをさせ

ていただいています。 

強制振動式内部摩擦測定装置 

メカニカルスペクトロメーター 

MS シリーズ 
 

〇 温度一定で加振エネルギー(振動数)を変え

て内部摩擦変化を測定。(温度変化による物

性変化を除外) 

〇 従来装置に比べて高分解能､ 

高感度、高安定 

〇 測定や温度制御機構の改良 

により液体窒素の消費量が 

激減。長時間測定にも無人 

安定 

〇 悪条件下でも安定測定向上 
    MS-LHT 

共振法応用の弾性率や内部摩擦等の物性測定・試験・計測装置の開発専門企業 

日本テクノプラス株式会社 http://www.nihon-tp.com/ 
06-6390-5993 info@nihon-tp.com 〒532-0012 大阪市淀川区木川東 3-5-21 第 3 丸善ビル 

室温や比較的低温で最も信頼性の高い装置 
 

自由共振式弾性率､内部摩擦測定装置 

JE-RT(ヤング率)& JG-RT(剛性率) 
 

〇高精度・簡単操作・高再現性・迅速測定 

非接触加振、非接触検出 

試料も置くだけ 

〇幅広い試料形状（室温装置） 

短冊状でも細線・丸棒でも 

薄く・小さいものから厚く長いものまで 

 
 
 

JE-RT 
      & JG 

Cij 測定は力学特性から組織解明を可能に 
 

電磁超音波共鳴式 

弾性率・弾性定数装置 

CCⅡ-シリーズ 
 
〇 異方性単結晶から多結晶体まで 

〇 弾性定数(弾性スティフネス Cij)も弾性率も 

〇 5mm 程度の立方体､直方体から円柱､円板，

薄板(0.2mm)まで 

〇 室温用、高温用 

(常用 1000℃ 最高 1200℃) 

〇 阪大基礎工 平尾･荻研開発 
        

 CC2-HT 

 

MS-LHT (-150℃～500℃) 
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残暑が続く中、いかがお過ごしでしょうか？今年は4月から
職場ではテレワーク、学校ではネットを利用したリモート授業
が続けられ、9月以降も継続となったところも少なくないとお
聞きしております。長期に渡り、普段の生活が大きく様変わり
しておりますので、ストレスを感じる場面も多々あるかと存じ
ます。しかし、こういった生活を続ける中、メリットも多い事
に気づかされます。例えば、ふぇらむの記事作成のためのイン
タビューですが、対面ではなく、WEB会議を利用して行われ

ております。この利点は、ネット環境さえ整えば、遠方にお住
いの方にも自由にアクセス可能ですので、知りたい情報を容易
に入手でき、編集者は大幅に時間を節約できます。これは記事
を作成していただく著者のみなさまにも同じメリットが得られ
ます。また、当協会が主催する秋季講演大会もオンライン参加
が出来るので、開催場所を気にせずご参加できるため、この機
会に是非ご参加を検討して頂ければと思います。
� （M.Y.）
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⾼度な材料組織形態解析と順・逆解析を搭載

・MIPHA: 機械学習型画像処理、連結性、分岐性、曲率解析、metric特徴量

・shinyMIPHA: パーシステントホモロジー、二点相関関数、豊富な順・逆解析

材料情報統合システム”MIPHA
1)
”および “shinyMIPHA

2)
”販売開始！

マテリアルズインフォマティクスによる材料ゲノムの解析との連携！

効率的な材料内部組織の三次元可視化！

Fully-automated serial sectioning 3D microscope

全自動シリアルセクショニング3D顕微鏡

逐次研磨像
3D

HDR機能

新搭載！

新搭載！設定条件ライブラリー

全自動！電解エッチング

NEW！純正消耗品

大阪営業所

大阪府吹田市広芝町7-26 

TEL：06-6389-6220 FAX：06-6389-6221

http://www.shinkouseiki.co.jp

営業窓口：池内 ikeuchi@shinkouseiki.co.jp

国内総発売元

設定値、動作設定、消耗品の自動選定

チタン、アルミ、ニッケル、ステンレス等

1)MIPHA: スタンドアロン, 2)shinyMIPHA: クラウドシステム
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■銅ステーブ
最新技術により、循環式熱応力による偏芯量を最小限に抑えた垂直型溝孔構造による
不等辺四角形溝付き水冷構造の銅ステーブを開発しすでに採用済み

■多層式耐摩耗材の挿入
・波形配列の連結方式による挿入も可能
・モース硬度9.4（ダイアモンドのモース硬度は10.0）の焼結細密セラミックによる
二重構造の高耐摩耗鉄扉にも採用可能
・極く僅かの損耗率である超耐摩耗耐火材を使用

KME Germany社の総販売代理店

KME社製 圧延銅ステーブ

最新技術による耐摩耗方式が搭載されているKME社製銅ステーブ

KME社特許取得済みの最新技術による耐摩耗材が搭載された銅ステーブの特徴
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